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『북한의 벼랑 끝 외교사, 1966-2013년 (北韓の瀬戸際外交史、1966～2013年)』이원경 옮김, 
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“Japan’s Response to Nuclear North Korea,” in Gilbert Rozman, ed., Asia at A Tipping Point: 

Korea, the Rise of China, and the Impact of Leadership Transitions (Joint U.S.-Korea 
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柳澤協二著、道下徳成他対談『抑止力を問う―元政府高官と防衛スペシャリスト達の対話』かもが

わ出版、2010年。 

「第7章 自衛隊のシー・パワーの発展と意義」石津朋之、立川京一、道下徳成、塚本勝也編著『シ

ー・パワー―その理論と実践』シリ－ズ・軍事力の本質②、芙蓉書房出版、2008年、219-279

頁。 

「第5章 自衛隊のエア・パワーの発展と意義」石津朋之、立川京一、道下徳成、塚本勝也編著『エ

ア・パワー―その理論と実践』シリ－ズ・軍事力の本質①、芙蓉書房出版、2005年、167-215

頁。 

「第5章 戦略論の将来」道下徳成、石津朋之、長尾雄一郎、加藤朗『現代戦略論―戦争は政治の

手段か』勁草書房、2000年、139-186頁。 
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